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【目的】脂漏性角化症は高齢者の 8割以上に認められる皮膚の良性腫癌であるに

もかかわらず､既存の治療法 (凍結療法､レーザー治療､電気外科的治療)は ｢稀

に疲痕が残る｣･｢医療費が高い｣といった問題を残している｡ そこで我々は､独

自の経皮送達デバイスである皮膚内溶解型マイクロニー ドル (MicroHyala;MIl)

を用いて､疾患部位にレチノイン酸 (RA)を局所投与し､表皮のターンオーバー

を促進することで脂漏性角化症を治療する新規薬物療法の開発に取り組んでいる｡

【方法】RA1.6い′gを装填したMH(針長 300pm)をマウス背部皮膚に4日連続で
2時間ずつ貼付した｡最終処置から12時間後に皮膚刺激性の評価､皮膚の病理組

織学的解析､ならびに Heparin-bindingEGF-likegrowthfactor(HB-EGF)発現

量の解析を行った｡また､ダンシルクロライ ドで角質層を標識した皮膚に対して

RA装填MHを貼付し､皮膚ターンオーバー速度について生体イメージング解析した｡

【結果 ･考察】RA装填 MHを貼付した皮膚においては､表皮細胞増殖因子である

HB-EGFの発現がmRNAレベル ･タンパクレベルで増加し､角質層の重層化と明らか

な表皮の肥厚が認められた｡また､無処置皮膚と比較すると角質層のターンオー

バーが約4日早まっており､RA装填MHが ｢表皮細胞の増殖に基づく皮膚ターンオ

ーバー促進によって脂漏性角化症の病巣部を剥離させる｣という薬物治療戦略を

実現する製剤として有望であることが示された｡さらに､皮膚表面-のRA塗布は

炎症を惹起することが報告されているが､RA装填MH貼付に伴う局所炎症反応は軽

度であり､皮膚組織内-とRAを直接送達する特徴が安全面において有利に働いた

ものと考えられた｡現在､RA装填MHのヒトでの安全性を検証する臨床研究に着手

しており､安全性が担保された時点で有効性評価-と移行する予定である｡


